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つ
か
ら
ひ
る
な
り
薬
に
は
一
わ
う
へ
き
壱
匁

一
甘
草
二
分
一
白
述
三
分
煎
シ
テ
し
る
を
そ
は
ノ

粉
に
ひ
た
し
て
枯
木
二
可
付
此
煎
薬
を

内
薬
ニ
モ
飼
也
煩
は
大
事
そ
う
ニ
テ
は
や
く

き
く
足
能
成
て
後
色
を
な
を
す
薬
に
は

く
ち
な
し
を
煎
シ
テ
可
飼

一
第
叶
三
諸
鷹
共
二
爪
ヲ
抜
事
有
其
爪
ア
ル

則
一
甘
草
ヲ
煎
シ
テ
枚
ノ
や
に
ヲ
ね
は
し
テ

爪
ノ
し
ん
に
ぬ
る
へ
し
扱
押
あ
た
ゞ
め
て

爪
ヲ
指
へ
し
か
ら
糸
に
て
爪
ヲ
ゆ
び
に
ゆ
い
付

て
置
也
若
又
爪
失
セ
ル
則
右
之
薬
ヲ
爪
の

し
ん
二
ま
き
て
お
く
な
り
頓
而
爪
出
来
候
也

本
全
体
の
中
で
の
右
の
記
事
の
配
列
位
置
は
両
本
で
異
な
り
、
右
の
引
用
箇
所

に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
記
事
が
あ
っ
て
、
同
一
本
文
と
は
言
え
な
い

が
、
そ
れ
で
も
、
多
く
の
箇
所
に
お
い
て
は
叙
述
の
順
序
の
一
致
が
認
め
ら
れ

可
付
又
さ
し
は
の
あ
し
を
か
る
時
に
も

右
之
養
生
な
り

一
し
よ
鷹
と
も
二
爪
を
ぬ
く
事
ち
つ
き

し
て
甘
草
を
煎
て
枚
の
や
に
を

ね
り
あ
わ
せ
爪
を
さ
し
可
入
よ
く

あ
た
、
め
て
一
に
て
脂
に
ゆ
い
付
て
可

置
何
と
物
を
と
と
て
も
い
た
む
事
な
し

と
こ
ろ
で
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
に
蔵
す
る
鷹
書
を
調
査
し
た
際
、
類
似

の
文
言
を
持
つ
資
料
が
判
明
し
た
。
分
類
番
号
（
函
号
）
一
五
四
・
二
七
八
、

峡
外
題
「
鷹
相
之
巻
抜
書
」
と
す
る
本
で
あ
る
が
、
書
誌
な
ど
の
詳
細
は
後
に

述
べ
る
と
し
て
、
こ
の
本
の
本
文
の
途
中
（
墨
付
十
六
丁
ウ
か
ら
）
を
引
く
。

Ｂ
（
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
「
鷹
相
之
巻
抜
書
」
）

Ｂ
（
匡
立
公
文
書
能
広
匿
文
庫
蔵
一
鷹
托
之
巻
抜
書

一
第
州
二
枯
木
ト
テ
足
ヲ
や
し
な
ふ
無
血
シ
テ
お
の

○
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
「
鷹
相
之
巻
抜
書
」
（
一
五
四
・
二
七
八
）

侭
ふ
×
弓
ふ
藍
色
無
地
表
紙
枡
形
袋
綴
じ
一
冊
。
峡
入
り
で
、
峡
外
題

は
短
冊
題
篭
に
「
鷹
相
之
巻
抜
書
」
。
外
題
は
、
表
紙
左
上
に
短
冊
題
ま
で
「
大

宮
流
鷹
書
」
（
題
叢
の
字
は
本
文
と
は
別
筆
）
。
見
返
し
は
金
銀
砂
子
切
箔
散
ら

し
。
本
文
は
一
面
八
行
。
墨
付
き
一
丁
表
に
「
目
録
之
次
第
」
と
表
題
し
、
以

下
に
四
丁
裏
ま
で
目
録
六
十
一
項
目
（
番
号
は
六
十
四
ま
で
）
。
五
丁
表
に
「
鷹

相
之
巻
抜
書
」
と
内
題
。
所
々
に
朱
点
あ
り
。

奥
書
は
以
下
の
通
り
。

以
上

右
之
一
冊
大
宮
新
蔵
人
極
意

不
残
令
書
写
者
也
委
細
鏡
野

抄
二
餘
任
之
畢

以
上
六
十
一
ヶ
條
也

元
和
七
年
平
井
似
仁
齋

十
月
吉
日

如
犬

る
。
表
記
や
語
彙
が
相
違
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
「
対
校
可
能
」

の
状
態
が
見
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
Ａ
五
行
目
「
て
ん
が
い
の
粉
」
（
濁
点
は

底
本
に
あ
り
）
は
少
し
解
し
が
た
い
が
、
Ｂ
「
そ
は
」
と
あ
る
か
ら
見
る
と
蕎

麦
粉
の
意
で
あ
り
、
「
て
ん
が
い
」
は
蕎
麦
な
ど
を
挽
く
石
臼
の
意
の
語
で
あ

ろ
う
と
推
定
で
き
る
。
Ａ
十
二
行
目
「
し
よ
鷹
」
は
Ｂ
に
よ
り
「
諸
鷹
」
と
判

明
す
る
し
、
同
じ
行
の
「
ち
つ
き
」
（
「
き
」
を
傍
点
ミ
セ
ヶ
チ
に
す
る
）
も
難

解
で
あ
る
が
、
Ｂ
を
参
照
す
る
と
、
抜
け
た
爪
で
あ
り
、
「
血
付
」
で
は
な
い

か
と
推
測
さ
れ
る
。
Ａ
十
五
行
目
「
脂
」
は
「
指
」
の
誤
写
、
Ｂ
十
行
目
「
押
」

の
訓
は
「
ね
ん
ご
ろ
に
」
か
と
推
測
で
き
る
。
説
話
集
研
究
な
ど
で
使
う
「
同

文
関
係
」
と
い
う
言
い
方
が
当
て
は
ま
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
二
つ
の
本
の
関
係

を
も
う
少
し
検
討
し
た
い
が
、
そ
の
前
に
、
あ
ら
た
め
て
当
該
の
国
立
公
文
書

館
内
閣
文
庫
蔵
写
本
の
書
誌
を
示
す
。

一
ハ
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相
虎
輔
殿

書
写
年
代
は
、
奥
書
に
示
す
元
和
七
年
と
見
な
す
こ
と
が
可
能
と
思
わ
れ
る
。

表
紙
お
よ
び
外
題
は
、
近
世
初
期
を
あ
ま
り
降
ら
な
い
時
点
の
後
補
と
考
え
ら

れ
る
。こ
の
本
（
以
下
、
内
閣
文
庫
本
「
鷹
相
之
巻
抜
書
」
と
略
称
）
は
、
三
保
前

掲
書
に
、
「
宇
都
宮
流
鷹
書
」
と
と
も
に
「
大
宮
新
蔵
人
宗
勝
」
に
関
係
の
あ

る
資
料
と
し
て
、
既
に
掲
出
さ
れ
て
い
る
（
五
九
六
頁
）
。
並
ん
で
掲
出
さ
れ

た
東
京
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
鷹
書
抜
害
』
は
（
稿
者
は
未
見
で
あ
る
が
、
三

保
前
掲
害
が
示
す
目
録
か
ら
見
る
と
）
、
内
閣
文
庫
「
鷹
相
之
巻
抜
書
」
と
近

い
内
容
を
持
つ
よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
類
推
す
る
と
、
内
閣
文
庫
本
の
奥
書

に
は
「
大
宮
新
蔵
人
」
と
し
か
記
さ
な
い
が
、
こ
れ
は
東
京
大
学
附
属
図
書
館

蔵
「
鷹
害
抜
書
』
の
奥
書
や
、
山
田
文
庫
の
奥
書
に
あ
る
、
「
宗
勝
」
と
見
て

よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

以
上
を
踏
ま
え
、
山
田
文
庫
本
「
宇
都
宮
流
鷹
書
」
と
内
閣
文
庫
本
「
鷹
相

之
巻
抜
書
」
と
の
対
応
関
係
を
、
も
う
少
し
詳
し
く
見
て
お
こ
う
。

内
閣
文
庫
本
「
鷹
相
之
巻
抜
害
」
（
こ
の
内
題
書
名
に
も
若
干
の
問
題
が
あ

る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
）
は
、
冒
頭
に
「
目
録
の
次
第
」
と
し
て

「
一
第
こ
か
ら
「
一
々
六
十
四
」
ま
で
の
箇
条
を
示
す
。
た
だ
し
、
最
後
の

三
条
は
番
号
の
み
で
表
題
を
記
さ
な
い
。
本
文
部
分
で
は
、
各
科
条
に
表
題
を

再
掲
せ
ず
、
「
一
第
匡
な
ど
の
番
号
の
み
を
記
す
。
本
文
と
目
録
と
の
関
係

に
不
審
の
あ
る
場
合
も
あ
る
が
、
通
し
番
号
が
あ
る
こ
と
は
考
察
に
便
宜
な
の

で
、
以
下
、
こ
れ
を
用
い
て
論
述
す
る
。

先
に
示
し
た
よ
う
に
、
山
田
文
庫
本
の
冒
頭
本
文
は
、
内
閣
文
庫
本
「
鷹
相

之
巻
抜
書
」
の
三
十
二
条
・
三
十
三
条
に
該
当
す
る
（
山
田
文
庫
本
で
は
箇
条

は
三
つ
に
な
っ
て
い
る
）
。
調
べ
て
み
る
と
、
以
下
三
十
九
条
ま
で
、
両
書
の

４
両
書
の
関
係

記
事
配
列
に
お
よ
そ
の
対
応
が
見
ら
れ
る
。

山
田
文
庫
本
を
基
準
に
下
段
に
置
き
、
目
録
標
題
の
関
係
を
示
し
て
み
る
と
、

三
十
四
条
「
っ
ま
く
じ
き
の
事
」
↑
「
爪
く
ち
き
」

五
十
二
条
「
息
気
の
事
」
↑
「
い
き
げ
の
事
」

三
十
五
条
「
蓬
莱
散
之
こ
し
ら
へ
様
之
事
」
↑
「
蓬
莱
散
の
こ
し
ら
へ
」

三
十
七
条
「
蓬
莱
散
の
飼
様
之
事
」
↑
「
蓬
莱
散
か
い
や
う
」
（
本
文
欠
）

（
三
十
五
条
記
事
後
半
に
あ
り
）
↑
「
舞
く
せ
の
鷹
之
事
」

三
十
六
条
「
つ
ま
り
気
の
下
シ
之
事
」
↑
「
つ
ま
り
鷹
之
事
」

三
十
八
条
「
く
み
薬
之
事
」
↑
「
く
み
薬
の
事
」

（
山
田
本
本
文
欠
）
↑
「
脈
の
次
第
」

三
十
九
条
「
乱
気
と
て
筒
病
知
る
事
」
↑
「
た
う
病
一
薬
之
事
」

一
見
、
不
十
分
な
対
応
し
か
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
三
十
五
条
は
両

本
と
も
本
文
が
欠
落
し
て
お
り
、
た
め
に
内
閣
文
庫
本
「
鷹
相
之
巻
抜
害
」
の

本
文
で
は
「
つ
ま
り
気
の
下
シ
之
事
」
が
三
十
七
条
と
な
り
、
こ
の
部
分
の
実

態
は
山
田
本
と
同
じ
配
列
に
な
る
。
ま
た
、
三
十
八
条
「
く
み
薬
之
事
」
の
後

に
、
山
田
文
庫
本
目
録
は
「
脈
の
次
第
」
を
置
き
、
こ
れ
に
対
応
す
る
箇
条
が

内
閣
文
庫
本
「
鷹
相
之
巻
抜
書
」
に
欠
落
す
る
が
如
く
で
あ
る
が
、
実
際
は
山

田
文
庫
本
に
こ
れ
に
相
当
す
る
本
文
が
欠
け
て
い
る
た
め
、
本
文
で
の
両
書
の

隔
た
り
は
小
さ
い
。
結
局
、
内
閣
文
庫
本
「
鷹
相
之
巻
抜
書
」
の
五
十
二
条
が

全
く
異
な
る
位
置
に
あ
る
ほ
か
は
、
ほ
ぼ
両
書
の
箇
条
配
列
は
対
応
す
る
こ
と

に
な
る
。

ま
た
、
山
田
文
庫
本
の
本
文
の
途
中
に
「
梧
桐
に
云
」
と
い
う
内
題
風
の
も

の
が
あ
り
、
そ
の
次
か
ら
、
鷹
の
体
幹
の
病
と
し
て
重
要
視
さ
れ
る
「
胴
気
」
（
発

音
は
「
ド
ー
ゲ
」
か
。
漢
字
表
記
は
種
々
あ
る
）
の
条
が
来
る
が
、
こ
れ
は
内

閣
文
庫
本
の
冒
頭
第
一
条
に
対
応
し
、
以
下
先
ほ
ど
本
文
を
引
用
し
た
箇
所
の

直
前
の
三
十
一
条
ま
で
は
、
両
者
の
記
事
配
列
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
箇
所
に
も
、
同
文
的
な
記
事
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
一
部
を
例
示
す
る
。

Ａ

七
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①
内
閣
文
庫
蔵
「
鷹
相
之
巻
抜
書
」
の
外
題
お
よ
び
所
属
流
派
、
『
啓
蒙
集
」

ま
ず
、
外
題
に
「
大
宮
流
鷹
書
」
と
あ
る
点
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
外

題
と
本
文
は
筆
跡
が
異
な
る
。
金
銀
の
砂
子
切
箔
を
散
ら
し
た
豪
華
な
表
紙
が

後
補
さ
れ
た
際
、
ま
た
は
そ
れ
以
降
に
書
き
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
奥
書

に
「
大
宮
新
蔵
人
」
と
あ
る
の
に
依
っ
て
「
大
宮
流
」
の
伝
害
と
判
断
し
た
後

人
の
所
為
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
の
本
来
の
性
格
を
考
え
る
上
で
は

考
慮
に
入
れ
な
く
て
よ
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
な
ら
ば
山
田
文
庫
本
に
近
い
か

ら
「
宇
都
宮
流
」
伝
害
だ
と
定
め
て
よ
い
の
か
と
い
う
と
、
そ
れ
に
は
慎
重
さ

が
求
め
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
伝
書
と
流
派
（
人
間
集
団
）
と
は
密
接
な
関
係

と
の
関
係

応
は
、
背
景
に
同
じ
根
幹
的
な
書
物
を
想
定
す
る
こ
と
で
理
解
し
や
す
く
な
る

こ
と
も
確
か
で
あ
る
。

も
と
も
と
、
鷹
の
疾
病
の
対
処
法
の
よ
う
な
実
践
的
な
知
識
の
書
承
の
場
合

は
、
た
と
え
ば
権
威
あ
る
歌
書
を
書
写
す
る
場
合
な
ど
と
は
こ
と
な
り
、
親
本

の
本
文
の
忠
実
な
転
写
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
必
要
と
関
心

に
応
じ
た
書
写
に
よ
る
本
文
の
変
化
に
、
通
常
の
誤
写
や
、
錯
簡
な
ど
の
物
理

的
事
情
に
よ
る
順
序
の
ま
と
ま
っ
た
入
れ
替
わ
り
な
ど
が
加
わ
れ
ば
、
両
書
の

現
状
の
よ
う
な
差
異
は
発
生
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
両
害
の
直
接
の
「
親
本
」

が
「
鏡
野
抄
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
宇
都
宮
流
一
部
」
の
鷹
書
と
同
じ
書
物
で

あ
る
と
ま
で
は
、
”
単
純
化
で
き
な
い
。
さ
し
あ
た
り
は
、
関
連
性
を
持
つ
書
物

群
の
中
の
、
二
つ
の
個
体
と
し
て
捉
え
て
お
く
ほ
か
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

今
後
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
問
題
が
多
い
が
、
気
の
つ
い
た
も
の
を
列
挙
し
て

お
き
た
い
。

５
残
さ
れ
た
問
題

が
あ
り
、
前
者
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
担
保
す
る
と
こ
ろ
に
伝
耆
の
存
在
意

義
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
一
般
論
と
し
て
妥
当
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
鷹
道
の

場
合
、
「
流
派
」
が
何
時
ど
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
た
か
、
各
流
派
は
当
初

か
ら
伝
書
を
と
も
な
っ
て
い
た
の
か
、
伝
書
の
実
際
の
内
容
は
ど
の
程
度
流
派

に
よ
り
異
な
る
の
か
、
と
い
っ
た
基
本
的
な
点
が
、
な
お
十
分
明
確
で
は
な
い
。

本
稿
に
関
係
す
る
点
に
限
っ
て
も
、
「
大
宮
流
」
「
宇
都
宮
流
」
そ
れ
ぞ
れ
の
形

成
過
程
に
つ
い
て
、
不
明
な
点
が
多
い
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
遅
く
と
も
内

閣
文
庫
蔵
「
鷹
相
之
巻
抜
書
」
の
外
題
が
書
か
れ
た
時
点
で
は
、
「
大
宮
流
」

と
い
う
流
派
が
認
知
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
当
然
で
、
大
宮
流
が
あ
る
時
期
か
ら

歴
史
的
に
実
体
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

『
放
鷹
』
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
大
宮
流
を
大
宮
新
蔵
人
宗
光
に
始
ま
る
流

派
と
解
し
、
そ
の
伝
害
を
「
啓
蒙
集
」
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
こ
の
書
物
に

つ
い
て
は
、
二
本
松
前
掲
害
、
同
前
掲
論
文
、
三
保
前
掲
書
に
そ
れ
ぞ
れ
触
れ

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
『
放
鷹
』
以
来
、
そ
の
巻
数
に
異
同
が
多
い
こ
と
が
問
題

と
さ
れ
て
い
る
が
、
「
啓
蒙
集
」
と
い
う
名
称
は
鷹
書
と
し
て
は
比
較
的
固
有

名
詞
的
な
書
名
で
あ
り
、
こ
の
名
で
呼
ば
れ
る
書
物
群
を
統
括
し
て
い
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
る
。
稿
者
自
身
の
調
査
が
行
き
届
か
な
い
段
階
で
の
憶
測
で
は
あ

る
が
、
巻
の
数
の
違
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
諸
本
の
内
容
に
は
対
応
関
係
が
あ

る
と
予
想
し
て
も
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
稿
者
が
調
査
し
た
国
立
公

文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
七
冊
本
『
啓
蒙
集
』
（
一
五
四
・
三
一
○
）
は
、
外
題
（
題

篭
）
を
「
鷹
啓
蒙
集
一
（
～
七
）
」
と
す
る
が
後
補
で
あ
り
、
各
冊
本
文
冒

頭
の
内
題
は
、

啓
蒙
集
一

啓
蒙
集
二
法
儀

啓
蒙
集
三

啓
蒙
集
四
捉
飼

啓
蒙
集
五
薬
方

啓
蒙
集
六
薬
方

九








